
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

2
0
2
4
年月号

53
0
7

NO.

苗箱並べ機で作業をする 林 太一 さん
Photo by SOGA Takahiro

今
月
の
特
集

甘
く
て
お
い
し
い

砂
糖
の
ハ
ナ
シ
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「Y

イ
エ
ス

ES!c

ク
リ
ー
ン

lean

」で 

安
全
・
安
心
を

　

林
さ
ん
が
作
付
け
し
て
い
る
の

は
、
米（
な
な
つ
ぼ
し
・
き
ら
ら

3
9
7
）が
約
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
小

麦
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
ほ
か
に
馬

鈴
薯
、
ゴ
ボ
ウ
、
長
芋
な
ど
。
平
成

16
年
の
米
価
下
落
の
際
、
稲
作
を
諦

め
る
農
家
も
多
い
中
、
林
さ
ん
の
選

択
肢
は
「
ど
う
す
れ
ば
米
の
付
加
価

値
を
上
げ
ら
れ
る
の
か
」
だ
っ
た
。

　

旧
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
か
ら
提
案
さ
れ

た
の
は
、
北
海
道
独
自
の
栽
培
基
準

制
度
「Y

E
S
!clean

」。
農
薬
・
化

学
肥
料
を
減
ら
し
て
栽
培
し
た
農
産

物
に
「Y

E
S
!clean

」
の
マ
ー
ク

を
付
す
制
度
で
、
消
費
者
に
は
安

全
・
安
心
で
あ
る
が
、
生
産
者
に

と
っ
て
は
莫
大
な
労
力
が
必
要
と
さ

れ
る
。

　
「
ま
ず
は
肥
料
の
量
に
驚
き
ま
し

た
。
衝
撃
的
な
少
な
さ
に
、
本
当
に

収
穫
で
き
る
の
か
と
」

　

不
安
に
思
い
な
が
ら
も
土
壌
診
断

を
受
け
た
結
果
は
、
基
準
量
の
堆
肥

で
充
分
作
付
可
能
と
い
う
も
の
。
そ

れ
は
代
々
こ
の
土
地
で
、
土
壌
を
気

遣
い
な
が
ら
稲
作
を
営
ん
で
き
た
賜

物
だ
っ
た
。

　

無
農
薬
栽
培
と
は
違
い
、
指
定
さ

れ
た
農
薬
の
使
用
は
許
さ
れ
る
が
、

回
数
や
使
用
量
等
に
細
か
い
制
約
が

あ
る
。
品
種
や
土
壌
に
合
わ
せ
た
防

除
の
工
夫
も
必
要
だ
。

　
「
そ
れ
で
も
続
け
る
の
は
、
安
全
・

安
心
な
米
を
届
け
た
い
か
ら
」

収
穫
ま
で
毎
日
が

観
察
の
日
々

　

4
月
上
旬
、
播
種
前
に
種
籾
を
消

毒
す
る
。
病
害
の
多
く
は
種
籾
に
潜

ん
で
い
る
か
ら
だ
。 Y

E
S
!clean 

の
一
環
と
し
て
、
薬
剤
を
使
わ
ず
お

湯
で
消
毒
す
る
温
湯
消
毒
に
切
り
替

え
た
。

　

温
湯
消
毒
と
は
、
網
目
の
袋
に
入

れ
た
種
籾
を
10
分
間
60
度
の
お
湯
に

漬
け
る
方
法
だ
。
所
有
し
て
い
た
機

械
で
は
一
度
に
8
キ
ロ
グ
ラ
ム
分
し

石
狩
花
畔
地
区
で
、
代
々
農
業
を
営
ん
で
き
た
。
祖
父
が
分
家
し
、
3
代
目
に
あ

た
る
。
30
歳
で
経
営
を
継
承
し
、
着
実
に
規
模
を
広
げ
て
き
た
。
今
や
地
区
で
も

指
折
り
の
面
積
を
耕
作
す
る
若
手
生
産
者
と
し
て
、
地
域
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
で

あ
る 

林 

太
一 

さ
ん 

の
、
米
作
り
に
か
け
る
想
い
に
迫
る
。

安全・安心を求めて
地域の米づくりを担う

もっと伝えたい！米は日本になくてはならないもの
石狩花畔地区組合員　林　太一 さん （48）
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か
行
な
え
ず
、
手
間
と
時
間
を
か
け

て
5
6
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
種
籾
を

消
毒
し
て
き
た
。
思
案
の
末
、
一
昨

年
か
ら
は
Ｊ
Ａ
の
行
な
う
営
農
サ

ポ
ー
ト
事
業
へ
の
作
業
委
託
に
切
り

替
え
た
こ
と
で
、
空
い
た
時
間
は
他

の
作
業
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。

　
「
昔
か
ら
苗
半
作
と
言
わ
れ
ま
す
。　

苗
の
出
来
に
よ
っ
て
作
柄
の
半
分
が

決
ま
る
と
い
う
喩
え
で
す
が
、
毎
日

見
回
り
、
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
良

い
作
物
を
作
る
第
一
歩
で
す
」

　

中
で
も
籾
ま
き
時
期
が
特
に
重

要
。
収
穫
量
に
直
に
影
響
す
る
の

で
、
苗
の
管
理
に
は
非
常
に
気
を
遣

う
。
収
穫
ま
で
は
毎
日
が
観
察
の

日
々
。
水
温
や
水
量
、
雑
草
に
害

虫
、
生
育
状
況
な
ど
、
管
理
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
話
す
。

　

家
の
周
囲
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

械
が
あ
る
。
機
械
の
不
調
は
、
作
業

の
進
捗
に
影
響
す
る
。
簡
単
な
機
械

修
理
は
自
分
で
す
る
そ
う
で
、
そ
れ

は
父
親
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
い

う
。

　
「
以
前
は
、父
と
よ
く
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
で
山
に
出
か
け
て
い
た
の
で
す

が
、
壊
れ
た
時
に
は
自
分
で
直
し
て

い
ま
し
た
。
若
い
頃
に
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
、
石
狩
渡
船
場
の
造
船
場

や
鍛
冶
屋
さ
ん
で
覚
え
た
そ
う
で
す
」

　

器
用
に
直
す
父
の
姿
か
ら
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
そ
の
ス
キ
ル
を
学
び
、

今
で
は
溶
接
も
こ
な
す
。

日
本
の
文
化
と
し
て

大
切
な
「
米
」

　

石
狩
市
内
の
学
校
給
食
で
は
、
地

産
地
消
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
月
に
1
日
か
ら
2
日
、
石
狩
市

産
の Y

ES!clean 

米
が
使
わ
れ
る
。

　
「
日
本
は
米
が
主
食
。
米
以
外
に

も
選
択
肢
は
あ
る
け
れ
ど
、
や
は
り

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う

の
で
、
な
ぜ
米
作
り
に
こ
だ
わ
り
、

Y
E
S
!clean 

に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

　

必
要
不
可
欠
な
も
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
米
農
家
の
生
産
戸
数
は
減
り
続

け
て
い
る
。
日
本
の
米
作
り
の
一
端

を
担
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
生
産
で

き
る
環
境
を
整
え
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
目
標
の
ひ
と
つ
。

　

米
に
付
加
価
値
を
付
け
た
い
、
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
林
さ
ん

の Y
E
S
!clean 

の
取
り
組
み
。
そ

の
付
加
価
値
は
、「
安
全
・
安
心
な

食
」。
先
代
か
ら
学
ん
だ
基
本
と
経

験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
時
代
に
沿
っ

た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
で
き
る

─
。
日
々
、
真
っ
直
ぐ
に
作
物
と
向

き
合
う
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

１．水田のほどんどは泥炭地で地盤が悪いため、数年に一度重機で自ら砂土を客土する　2. この一
粒一粒の籾が秋には実りを迎える　3. 育苗ポットは １つのハウスに １,０００ 枚以上並べる　4. 種籾播
種機　5. パレットを運ぶ父・新一さん

1

3

4

2

5



お
い
し
さ
を
キ
ー
プ
す
る

　
お
菓
子
作
り
や
料
理
を
す
る
と
き
に
、
砂
糖
は
単
に
甘
さ
を

加
え
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

レ
シ
ピ
を
見
て
「
な
ぜ
こ
こ
で
砂
糖
を
使
う
の
？
」
と
疑
問
に

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
に
は
砂
糖
の
持
つ
性

質
、
特
性
を
利
用
し
た
科
学
的
な
根
拠
が
あ
る
の
で
す
。

協力：精糖工業会
https://seitokogyokai.com/

砂
糖
は
調
理
の
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー

甘
く
て
お
い
し
い

砂
糖
は
自
然
の
恵
み

　

砂
糖
の
種
類
は
主
に
、
甘
蔗（
か
ん
し
ょ
＝

サ
ト
ウ
キ
ビ
）由
来
の
甘
蔗
糖
と
、
テ
ン
サ
イ

（
ビ
ー
ト
）由
来
の
て
ん
さ
い
糖
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
甘
蔗
糖
も
て
ん
さ
い
糖
も
、
精

製
し
て
不
純
物
を
取
り
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
同

じ
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
で
生
産
さ
れ
る
砂
糖
の
う
ち
、

70
～
80
％
が
甘
蔗
糖
で
、
残
り
の
ほ
と
ん
ど
が

て
ん
さ
い
糖
で
す
。
製
造
法
の
違
い
に
よ
り
、

精
製
糖
、
て
ん
さ
い
糖
、
黒
砂
糖
、
和
三
盆
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
砂
糖
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
生
産
量
は
非
常
に
少
な
い
で
す
が
、
カ
ナ

ダ
な
ど
で
生
産
さ
れ
て
い
る
、
砂
糖
楓（
カ
エ

デ
）か
ら
採
れ
る
メ
ー
プ
ル
シ
ュ
ガ
ー
、
東
南

ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
る
砂
糖
椰
子（
ヤ
シ
）か
ら
採

れ
る
ヤ
シ
糖
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

砂
糖
の
ル
ー
ツ

　

砂
糖
の
起
源
は
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
砂
糖
の
英
語
「
S
U
G
A
R
」
の
語
源

は
、
古
代
イ
ン
ド
の
言
語
で
あ
る
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
「
S
A
R
C
A
R
A
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
砂
糖
に
関
す
る
記
述
が
、
紀
元
前
5

世
紀
ご
ろ
の
イ
ン
ド
の
仏
典
に
見
ら
れ
ま
す
。

日
本
に
砂
糖
が
伝
わ
っ
た
の
は
8
世
紀
、
奈
良

時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
倉
院
に
保
存
さ
れ

て
い
る
、
大
仏
に
献
上
す
る
薬
の
目
録
「
種
々

薬
帳
」
に
、
砂
糖
を
意
味
す
る
「
蔗
糖
」
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
砂
糖
は
薬
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

砂
糖
と
健
康

「
疲
れ
た
と
き
に
は
甘
い
も
の
が
良
い
」
理
由
は

　

砂
糖
な
ど
の
糖
質
は
、
体
内
で
は
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
と
し
て
筋
肉
や
肝
臓
に
蓄
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
量
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
や

運
動
で
疲
労
し
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
が
ブ
ド
ウ
糖

に
分
解
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
、
貯
蔵
量
が
極
端
に
少
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

砂
糖
を
摂
取
す
る
と
、
素
早
く
消
化
吸
収
さ

れ
て
体
内
で
ブ
ド
ウ
糖
に
変
わ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
筋
肉
を
長
時
間

動
か
す
マ
ラ
ソ
ン
や
登
山
に
は
、
砂
糖
を
と
る

こ
と
が
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
に
と
っ
て
ブ
ド
ウ
糖
は
大
切
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
。
砂
糖
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
手
軽
に

補
充
で
き
る
食
品
と
い
え
ま
す
。
疲
労
に
は
精

神
面
も
関
係
し
て
い
ま
す
が
、
砂
糖
の
甘
さ
は

気
持
ち
を
ゆ
っ
た
り
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌

さ
せ
る
働
き
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
糖
を
と
る
と
虫
歯
に
な
る
？

　

虫
歯
の
原
因
に
は
、
歯
の
資
質
、
口
内
に
虫

歯
菌
が
あ
る
こ
と
、
口
内
に
虫
歯
菌
の
餌
と
な

る
食
物（
砂
糖
な
ど
）が
あ
る
こ
と
、
虫
歯
菌
が

増
殖
す
る
時
間
の
四
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

砂
糖
が
虫
歯
発
生
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
が
、「
砂
糖
を
食
べ
た
ら
虫
歯
に
な
る
」

と
い
う
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯

磨
き
な
ど
口
腔（
こ
う
く
う
）衛
生
に
努
め
れ

ば
、
十
分
に
予
防
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
量
の
砂
糖
を
摂
取
し
た
場
合
で

も
、
け
じ
め
な
く
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
る
と
虫
歯
発

生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
、
と
い
う
研
究
も
あ
り

ま
す
。

クッキーが 
嫌な臭いになるのを防ぐ

酸化防止
　バターを使用したクッキーなど
は、時間がたつと、バターの油と空
気中の酸素が結合して嫌な臭いが
することがあります。砂糖を加える
と、油の水分が砂糖と結び付くた
め、酸素と結合しにくくなります。

果実酒のフルーツの香りと 
味を引き出す

浸透圧

　果実酒を作るとき、砂糖を
入れ

ると果実の外側の液が濃く
なり、

果実のエキスが溶け出しや
すくな

ります。結晶の大きな氷砂糖
を使

うとまろやかに仕上がります
。その

理由は、氷砂糖は徐々に溶け
てい

くので、先にアルコールが果
実に

染み込み、その後果実のエキ
スが

ゆっくり染み出すためです。

肉や魚の生臭さを消す
マスキング効果

　砂糖の持つ強い甘さは食
材の生臭さや苦味、酸味と
いった雑味を和らげ、食べや
すくする効果があります。

おいしそうな焼き色を
付ける

メイラード反応

　パンやクッキー
、カステラなど

の焼き色は、小麦
粉、牛乳、卵

などに含まれるア
ミノ酸と糖が

反応してできます
。

あんこが日持ちする
防腐効果

　カビや細菌が繁殖するためには水は必要ですが、砂糖を一定量使用すると、食品中の水分を砂糖が抱え込むため、カビなどが繁殖しにくくなります。

パンの焼き上がりを ふっくらさせる
酵母の活性化

　パンを作るときには酵母を使います。酵母は糖を栄養源にして発酵し、それによって生じる炭酸ガスで生地が膨らみます。小麦粉にも糖質が含まれていますが、砂糖を加えることでさらに発酵しやすくなるのです。

砂
糖
の
ハ
ナ
シ

砂
糖
の
ハ
ナ
シ

特集

サトウキビ

テンサイ

イラスト：服部新一郎
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砂
糖
と
水
の
甘
～
い
関
係

　
砂
糖
は
塩
に
比
べ
て
水
に
と
て
も

溶
け
や
す
い
の
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご

存
じ
で
す
ね
。
常
温
で
水
の
質
量
の

約
2
倍
、
1
0
0
度
の
お
湯
で
は
5

倍
近
く
の
砂
糖
が
解
け
る
の
で
す
。

水
に
溶
け
や
す
い
性
質
「
親
水
性
」

は
、
調
理
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
を
加
え
て
七
変
化

　
砂
糖
は
加
熱
温
度
に
よ
っ
て
、
シ

ロ
ッ
プ
状
、
あ
め
状
、
カ
ラ
メ
ル
と

そ
の
形
状
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
、
一

定
温
度
を
超
え
る
と
冷
や
し
て
も
元

に
戻
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
砂

糖
の
分
子
の
つ
な
が
り
方
や
組
み
合

わ
せ
が
加
熱
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た

め
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
を
う
ま

く
利
用
す
る
こ
と
で
甘
味
料
と
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
料
理
の
色
付
け
、
風

味
向
上
、
着
色
料
な
ど
多
彩
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

シロップ
フォンダン（糖衣）

タフィー（菓子）

べっこうあめ
カラメルソース

カラメル

107～115度

165～180度

〈砂糖の加熱温度による変化〉

100度
103～105度

140度

165度

200度

190度

ＪＡグループ北海道

天下糖一プロジェクト、始動中！
　消費志向の変化や人工甘味料など競合する甘味の需要増加等によ
り、減少傾向にある砂糖消費量。
　天下糖一プロジェクトは、砂糖の消費を拡大し、砂糖業界を盛り上
げるため、砂糖に関する正しい知識の発信や砂糖のイメージアップに
取り組むプロジェクトです。

　砂糖は、北海道の基幹作物である「てん菜」から生産され、北海道の地域

経済を担っています。一方、近年の砂糖消費動向を見ると、競合する加糖調

整品や異性化糖、高甘味度人工甘味料の台頭により平成元年と比較して

消費量が3割以上減少しており、砂糖の消費拡大が急務とされています。

　てん菜生産者の皆さんに、これからも安定した生産を続けてもらうために

は、砂糖の消費減少に歯止めをかけることが重要です。

生産者自らが消費拡大に取り組むことはもちろん、ＪＡグ

ループ全体としてもその後押しをしたい、そんな思いでこ

のプロジェクトは誕生しました。

　することはだたひとつ、「砂糖を消費すること」だけ！
　皆さんも砂糖を消費し、てん菜生産者の皆さんを応援

しませんか？

てん菜（ビート）は、ほうれん草と同じヒユ
科アカザ亜科フダンソウ属の植物。学名は

「ベータ・ブルガリス」。根がカブや大根に見える
ことから別名サトウダイコン（砂糖大根）ともいい
ます。約 1kgの砂糖を作るのに必要なてん菜は
6kg。大根のような白い根を細かく切って煮出すこ
とで、糖分を抽出し砂糖へと加工されます。

オホーツク地方や十勝地方が代表的な産地です
が、石狩管内でも作付があり、北海道糖業株式会
社の道南製糖所に運ばれ製糖されています。

皆さん、砂糖をとっていますか。砂糖
は効率的なエネルギー摂取や疲労回
復に向いています。また、最近はさま
ざまなスクラブに使われるなど、「食
べる」以外の用途も広がっています。
もちろんとりすぎは良くないですが、
身近な砂糖に目を向けて、ぜひ砂糖
の効果を感じてみてください。

天下糖一プロジェクトホームページより「転載」。このプロジェクトにつ
いて、砂糖について、プロジェクトを盛り上げる「糖軍」について、もっ
と知りたい！という方は「天下糖一」で検索してください。

ＪＡ北海道中央会
遠藤さん

❖ 加糖調整品 …砂糖にココアや粉乳、ソルビトール等、他を混合した食品加工用原料のこと。
❖ �異性化糖 …砂糖（ショ糖）がぶどう糖と果糖の分子が一つずつ結合した結晶したものであ
るのに対し、異性化糖は果糖とぶどう糖の分子が混ざっただけの液体。

❖ �高甘味度人工甘味料 …甘味料の中でも砂糖の数百倍、数千倍の甘味度を有するもの。
人工甘味料と天然甘味料に分けられ、食品衛生法により食品添加物に区分される。

〝てん菜〟って
こんな植物蜜成

（2018～）

てんさい軍師 蜜成がお教えいたす！

肉を軟らかくする
　ビーフシチューや焼き肉を作ると
きなどに砂糖をもみ込んでおくと、
砂糖が肉の組織に入り込んで水を
引き付け、コラーゲンが溶け出しや
すくなって軟らかくなります。

生クリームなどの泡立ちを
良くする

　砂糖を加えて泡立てると砂糖が
水分と結び付いて離れなくなり、
しっかりと泡が立って安定します。

すし飯をしっとりさせ
る

　ご飯の主成分
であるでんぷん

は、水を加えて熱
すると軟らかく粘

り気のある状態に
なります。そこに

砂糖を加えること
で砂糖が水を抱

え込み、でんぷん
の分子を集まりに

くくするため、粘
り気のある状態を

保つことができま
す。

卵焼きをフワッと仕上げる
　砂糖が卵のタンパク質の水分を
抱え込んで、固くなるのを防ぎま
す。卵の固まる温度が高くなり、緩
やかに固まるため、しっかり加熱し
ても軟らかく仕上がります。

ジャムにとろみを付ける
果物や野菜に含まれるペクチンは、水によって軟らかくなります。砂糖はペクチンが水を抱えるのを助け、水が外へ染み出すことを防ぎます。
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アラカルト 組合員さんの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

4
月
2
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
で
は
、
本
店
3
階
大
会
議
室
に
て
第
25
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
4
年
ぶ
り
と
な
る
代
議
員
全
員
参
集
で
の
開
催
が
実
現
。
48
名
の
代
議
員
の
出
席
の
他
、
常

勤
役
員
や
女
性
理
事
、
青
年
部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
平
岸
支
部
・
小
林
美
代
子
さ
ん
の
議
事
進
行
の
も

と
、
令
和
5
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
5
件
の
議
案
全
て
を
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
は
、
女
性
部
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
女
性
の
集
い
」
を
は
じ
め
、
札
幌
市
内
の
生
産
者
を

巡
る
「
研
修
旅
行
」、「
女
性
部
特
製
豚
汁
の
販
売
」
な
ど
の
P
R
活
動
や
、
支
援
学
校
へ
の
食
育
授
業
な

ど
充
実
し
た
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
た
同
女
性
部
。
令
和
6
年
度
の
活
動
計
画
に
は
、「
Ｊ
Ａ
い
し
か

り
」
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

女
性
部
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
農
業
の
振
興

に
力
強
く
取
り
組
む
た
め
に
、
女
性
部
が
主
体
と
な
っ

て
、
地
域
住
民
と
共
生
す
る
組
織
づ
く
り
と
活
動
を
行

な
う
こ
と
、
消
費
者
と
の
交
流
活
動
を
通
じ
て
、
健
全

な
農
と
食
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

4
年
ぶ
り
と
な
る
通
常
開
催

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部

第
25
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

挨拶で女性部員へ感謝の想いを伝えた菅原部長

総会では 4年ぶりとなるＪＡ女性組織綱
領の朗唱

スムーズな議事進行をしていただいた平
岸支部の小林美代子さん

　

令
和
5
年
度
は
、
私
た
ち
女
性
部
に
お
い
て
は
本
部
・
支
部

と
も
に
「
女
性
部
ら
し
さ
」
を
、
そ
し
て
部
員
一
人
一
人
が
活

躍
の
場
を
取
り
戻
し
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
部
活
動
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
札
幌
の
農
業
を
「
知

る
・
伝
え
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
女
性
部
本
部
役
員
が
「
札

幌
農
業
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
な
っ
て
札
幌
近
郊
の
農
業
を
広
め

る
「
日
帰
り
現
地
研
修
旅
行
」、
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
の
連
携

で
実
現
し
た
、
玉
ね
ぎ
フ
ェ
ア
で
の
「
女
性
部
特
製
豚
汁
の
販

売
」
や
「
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催
な
ど
、
Ｊ
Ａ
の
み
な
ら
ず
、
地

域
に
向
か
っ
て
多
く
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
女
性
部
伝
統
行
事
で
あ
る
「
女
性
の
集

い
」
で
は
、
昨
年
度
を
上
回
る
1
2
0
名
も
の
部
員
の
皆
さ
ま

に
参
加
い
た
だ
き
、
以
前
の
よ
う
な
演
芸
大
会
は
で
き
な
く
と

も
、
女
性
部
な
ら
で
は
の
手
作
り
品
の
販
売
・
展
示
を
行
な
え

た
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
部
員
が
顔
を
合
わ
せ
、
会
場
全
体
が

笑
顔
溢
れ
る
空
間
と
な
っ
た
こ
と
は
ひ
と
え
に
部
員
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
っ
ぽ
ろ
の
女
性
部
と
い
し
か
り
の
女
性
部
が

一
緒
に
な
っ
て
チ
カ
ラ
を
結
集
し
、「
女
性
部
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
」、「
女
性
部
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
」、
J
A
と
と

も
に
積
極
的
に
「
農
業
や
生
産
者
を
盛
り
上
げ
て
い
く
活
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
長

菅
原　

利
恵
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アラカルト 組合員さんの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

3
月
19
日（
火
）、
女
性
部
篠
路
支
部（
嶋
知
子
支
部
長
）で

は
、
篠
路
支
店
会
議
室
に
て
部
員
11
名
が
参
加
し
生
活
工
夫
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
総
会
時
に
行
な
っ
て
い
る
生
活
工
夫
展
は
、
篠
路
農
協

時
代
か
ら
女
性
部
の
間
で
受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事
の
一
つ
。

部
員
の
皆
さ
ん
が
こ
の
日
に
向
け
製
作
し
た
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
手
作
り
品
を
持
ち
寄
り
、
会
議
室
に
展
示
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
衣
」
が
5
点
、「
食
」
が
6
点
、「
住
」
が
6
点
の

合
計
17
点
が
出
展
さ
れ
、「
食
」
の
部
門
で
は
試
食
審
査
も
実

施
す
る
な
ど
、
部
員
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
作
品
の
数
々
に
会

場
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
に
は
審
査
が
あ
り
、
部
員
・
職
員
が
審
査

員
と
し
て
部
門
ご
と
に
投
票
し
ま
す
。
各
部
門
に
お
い
て
投
票

数
の
多
い
作
品
が
金
賞
・
銀
賞
・
銅

賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
た

方
に
賞
品
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
会
場

は
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

嶋
支
部
長
は
、「
生
活
工
夫
展
と

味
噌
作
り
は
篠
路
支
部
女
性
部
活
動

の
大
き
な
柱
。
今
年
も
部
員
・
職
員

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
皆
さ
ん
に
愉
し
ん
で
い
た
だ
け

た
こ
と
が
な
に
よ
り
嬉
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

（
真
鍋
特
派
員
）

女
性
部
篠
路
支
部

篠
路
農
協
時
代
か
ら
女
性
部
に
伝
わ
る

生
活
工
夫
展
を
開
催
し
ま
し
た

身の回りにある布を使用したリメイクコートやベレー帽子をは
じめ、工夫を凝らした多くの作品が出展されました

　

3
月
8
日（
金
）、
酪
農
畜
産
部
会
琴
似
・
手
稲
支
部（
萩
中
昭
夫
支

部
長
）で
は
、
解
散
総
会
を
琴
似
大
和
屋
に
て
開
催
し
、
部
員
12
名
と

職
員
7
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
総
会
は
、
経
済
部
門
の
一
本
化
に
伴
う
酪
農
畜
産
部
会
本
部
と
の

統
合
を
決
議
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
満
場
一
致
に
て
可
決
さ
れ
、

解
散
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
部
で
行
な
っ
て
き
た
牧
草

や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収
量
調
査
、
視
察
研
修
、
講
習
会
等
の
行
事
は
、

今
後
は
本
部
行
事
と

し
て
開
催
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
「
Ｊ
Ａ
さ
っ

ぽ
ろ
酪
農
畜
産
部

会
」
は
、
3
月
12
日

に
行
な
わ
れ
た
総
会

を
以
っ
て
名
称
を

「
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
畜

産
部
会
」
へ
変
更
し

て
お
り
、
こ
の
後
は

旧
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
の

生
産
者
に
も
同
部
会

へ
の
加
入
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
萩
中
昭

夫
部
会
長
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
神
田
特
派
員
）

酪
農
畜
産
部
会
琴
似
・
手
稲
支
部

「
解
散
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

記念撮影を行ないました。総会後に行なわれた懇親会では、終始和やかな雰囲気で
話に花を咲かせていました

食部門の手作り品の数 ！々

「食」部門金賞は
髙村曜子さんの
「木綿豆腐で大葉
チーズの挟み煮」
に決定！
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アラカルト 組合員さんの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

4
月
17
日（
水
）、「
Ｆ
Ｍ
ア
ッ
プ
ル（76.5M

H
Z

）」
の
「
農
業
と
食
が
つ
む

ぐ
未
来
」
の
生
放
送
に
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
厚
別
支
部
小
林
支
部
長
が
出

演
し
ま
し
た
。

　

昨
年
2
月
に
放
送
を
開
始
し
た
同
番
組
は
、
作
家
の
森
久
美
子
さ
ん
が
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務
め
て
お
り
、「
食
べ
る
こ
と
を
通
し
て
健
康
と
農
業
の
未

来
を
共
に
考
え
る
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
小
林
牧
場
直
営
の
「
小
林
牧
場
お
か
し

な
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
工
房
」
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
森
さ
ん
は
、
広
大
な
自
然
の
下
で
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
営
む
小
林
牧
場

さ
ん
に
、
ぜ
ひ
お
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
自
給
飼
料
で
健
康
な
牛
を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
質
問
を
受
け
、
小
林
支

部
長
は
、
高
品
質
な
生
乳
は
健
康
な
土
と
牛
か
ら
育
て
る
と
い
う
小
林
牧
場
の

こ
だ
わ
り
や
循
環
型
酪
農
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
。
同
時
に
、
森
さ
ん
も

大
絶
賛
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
工
房
や
、
小
林
牧
場
ブ
ラ
ン
ド
商
品
「
小
林
牧
場

物
語
さ
わ
や
か
牛
乳
」
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。

FMアップルは、豊平区平岸のコミュニティ
FM。平岸街道沿いにあるDJブースで、30 分
の生放送に笑顔で臨みました

「牛にも人にも環
境にもやさしい酪
農にこれからも取
り組んでいきま
す」と話した小林
支部長（左）とパー
ソナリティの森さ
ん（右）

　

4
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）、「
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
」
で
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ー
ル
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
冬
期
営
業
明
け
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
日
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
お
客
様
が
開
店
前
か
ら
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

石
狩
産
じ
ゃ
が
い
も
詰
め
放
題
、
札
幌
産
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
特
価
販
売
を
は
じ
め
、
冬
期
間

休
止
し
て
い
た
人
気
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
販
売
を
再
開
し
た
ほ
か
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
例
年
こ
の
時
期
に
は
陳
列
の
無
か
っ
た
札
幌
産
イ
チ
ゴ
も
店
頭
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
店
者
1
，0
0
0
名
以
上
に
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品
「
札
幌
黄
た
ま

ね
ぎ
ス
ー
プ
」
の
試
飲
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録

者
の
中
か
ら
抽
選
で
札
幌
近
郊
の
農
畜
産
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
や
、
石
狩
産
小
麦
を
使

用
し
た
焼
き
そ
ば
を
販
売
す
る
炭
火
焼
屋
台
、
Ｊ
Ａ
共
済
P
R
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
職
員

も
交
流
し
な
が
ら
新
生
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
の
幅
広
い
事
業
を
P
R
。
2
日
間
で
延
べ
2
，5
0
0

名
余
り
が
来
店
し
ま
し
た
。
特
価
品
の
北
海
道
産
米
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を
中
心
に
売
り
上
げ
が

伸
長
し
た
こ
と
も
あ
り
、
初
日
の
売
上
高
は
約
3
4
0
万
円
で
初
日
と
し
て
過
去
最
高
額
を
記

録
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
大
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
ス
プ
リ
ン
グ
セ
ー
ル
が
大
盛
況
！

春
営
業
初
日
の
売
上
高
が

過
去
最
高
額
を
記
録
し
ま
し
た

ウェルカムドリンクとして札幌黄たまね
ぎスープを提供し、来店者をおもてなし

職員手作りの焼きそばも大好評！

開店前から 100 名以上が並び駐車場も満
車状態が続きました

青
年
部
厚
別
支
部
小
林
支
部
長
が

F
M
ア
ッ
プ
ル「
農
業
と
食
が
つ
む
ぐ
未
来
」に

出
演
ま
し
た

76.5M
H
Z
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　今年は 3会場で苗物の販売を予定しています。生産者が丹精込めて育てた良質な苗や肥料各種を取
り揃えて、皆さまのお越しをお待ちしています。

野菜・花の苗はＪＡの苗物市で！

⃝�終了時刻の前に商品が売り切れる場合や広報誌がお手元に届く前に苗物市が終了している場合がございますので、予めご了承
ください。

⃝�マスクの着用に関しては個人の判断が基本となりますが、当 JAではマスク着用を推奨しております。

5/10金～12日  9：30～17：00

地物市場とれのさと
（石狩市樽川 120-3）
【お問い合わせ】
とれのさと（0133）73-4500

5/17金～18土  9：00～14：00

玉葱選果センター内
（札幌市東区丘珠町 499-23）
【お問い合わせ】
経済部購買課 （011）789-1600

5/16木～18土  10：00～16：00

手稲支店駐車場（旧西経済センター）
（札幌市手稲区前田 1条 10 丁目 3-20）
【お問い合わせ】
手稲経済店 （011）682-7161

　
例
年
、
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
回
収
に
つ

い
て
、
今
年
度
も
秋
頃
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
下
記
の
方
法
で

ま
と
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
で
き
る
よ
う
早
め
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
地
区
の
回
収
場
所
お
よ
び

回
収
日
は
、
本
誌
9
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
回
収
に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
指
定
さ
れ
た
日
時

に
回
収
場
所
へ
廃
プ
ラ
を
運
搬
し
て
い
た
だ
ま
す
。

　
処
理
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
に
つ
い
て

「
農
ビ
」と「
農
ポ
リ
」の
2
種
類
に

分
別
し
て
く
だ
さ
い

令
和
6
年
度
　

第
1
回
地
区
別
懇
談
会
の
ご
案
内

　
左
記
の
日
程
で
令
和
6
年
度
の
第
1
回
地
区
別
懇

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、

開
催
前
に
お
届
け
す
る
資
料
を
ご
持
参
の
上
、
ご
出

席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
詳
細
は
支
店
よ
り
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開催日 地区名 開会時間 会　場

6月11日
（火）

中央
9：30～

本店 3階大会議室
新琴似 新琴似支店会議室
琴似

14：00～
琴似支店会議室

西町 西町支店会議室

6月12日
（水）

石狩花畔
9：30～

花畔中央会館
石狩八幡 八幡コミュニティーセンター
北札幌

14：00～
北札幌支店会議室

篠路 篠路支店会議室

6月13日
（木）

平岸
9：30～

平岸支店会議室
白石 白石支店会議室
豊平

14：00～
清田区民センター

厚別 厚別支店会議室

6月14日
（金）

南
9：30～

南支店会議室
手稲 手稲支店会議室

▪お問い合わせ　経済部営農販売課（011）782─8130 または各経済店へ

〈まとめ方〉
1．農ビと農ポリに分ける。
農　ビ：�「農ビ」マークがついている、主にハウス、トンネル用農ビフィルム
農ポリ：�ポリエチレン製（マルチフィルム・肥料袋・軟質潅水チューブ・ハウ

スバンド・シート・フレコンバック）、ポリオレフィン製
2．石や針金など硬い異物を取り除き、できるだけ土も落とす。
3．一束の重さは 10～20kg を目安として梱包する。
�回収量によって個別回収の対応も可能ですので、お問い合わせください（別途料金）。

〈廃プラスチック類処理費（運搬・処分） 35 円 /kg（税別）〉
重量の目安（新品の場合の目安のため、水や泥で 2～3割は増える見込みです）

農ビ（幅 1.5m、厚さ 0.1mm） 肥料袋 農ポリ

100mで 19.7kg 100 枚で 9.0kg 100mで 8.3kg

SDG12
つくる責任
つかう責任
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今
年
も

生
産
者
直
売
所
の

営
業
が
始
ま
り
ま
す
！

「
と
れ
の
さ
と
」が
仲
間
入
り
！

●
営
業
時
間
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。石狩振興局が認定した、いし

かり災害時対応ファーマーズ
マーケット第 1号

しのろとれたてっこ�
生産者直売所
札幌市北区篠路3条10丁目1-1
（011）771-2130（営業期間中のみ）
※�オープン前のお問い合わせは、
篠路経済店 （011）771-2113へ

営 月～土曜日　10：00～15：00
休 日曜日・祝日

とれたてっこ西
（旧西経済センター）
札幌市手稲区前田1条10丁目3-20
（011）682-7161
営 月～金曜日　10：00～15：00
休 土曜日・日曜日・祝日

とれたてっこ南�
生産者直売所
札幌市南区石山2条9丁目7-88
（011）592-6141（営業期間中のみ）
※�オープン前のお問い合わせは、
南経済店 （011）591-4141へ

営 月～土曜日　9：30～15：00
休 日曜日・祝日

地物市場とれのさと
石狩市樽川120-3　（0133）73-4500
• 4月～11月　営 9：30～17：00 　休 無休
• 12月～3月 営 10：00～15：00　休 水曜日

昨年 10 月の合併で仲間入りした直売所です。
旬の野菜や果物、加工品が並び、11 月まで無休で営業中！

とれたてっこ厚別�
（旧東経済センター厚別直売所）

札幌市厚別区厚別中央5条3丁目1-6
（011）891-2154
※�オープン前のお問い合わせは、�
清田経済店（011）883-2570へ

営 月～金曜日　10：00～15：00
休 土曜日・日曜日・祝日

6月中旬
オープン
予定

6月上旬
オープン
予定

6月上旬
オープン
予定

6月中旬
オープン
予定

ホクレンショップもぎたて市 
ＪＡさっぽろの組合員が生産した農産物が、

下記のホクレンショップ店頭「もぎたて市」コーナーに並びます。

Food Farm 
平岡公園�
通り店
札幌市清田区里塚
緑ヶ丘5丁目1-10
営 10：00～21：00

中ノ沢店
札幌市南区中ノ沢
2丁目2
営 10：00～21：45

6月中旬
スタート
予定

6月上旬
スタート
予定

通年
営業中
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経済部・営農販売部は新体制になりました
　合併時の経済部・営農販売部体制は、丘珠・八幡を経済事業の 2拠点としてそれぞれの経済事業の足元を
固め、限られた人員でより効率的かつ効果的な業務を行なうために構築しました。
　令和 6年度より、「経済部」「営農販売部」の名称は維持した中で、丘珠・八幡をそれぞれ完結した 2部体
制として経済事業を円滑に行ないながら、経済部・営農販売部の指揮命令系統により 2部が連携して相互の
業務を推進し、合併効果を発揮してまいります。

令和 6 年 3 月で廃止となった課の業務移管について
［営農課（丘珠）］ 経済部（丘珠）の営農販売課内に営農担当者を配置
［販売課（丘珠）］ 経済部（丘珠）の営農販売課内に販売担当者を配置
［営農渉外課（丘珠）］ 経済部（丘珠）の営農販売課内に地域担当を配置
［配送課（丘珠）］ 経済部（丘珠）の営農販売課・購買課・経済店にそれ�
ぞれ業務移管

［直販課（八幡）］ これまで業務重複していた営農販売部（八幡）の青果
課・とれのさとに外商販売業務を集約し、販売推進業務についても同
時に移管。経済部（丘珠）の営農販売課と連携し、外商および直接販売
の推進体制を構築

玉葱選果センター

丘珠資材センター

南経済店

手稲経済店

清田経済店

篠路経済店

直売所

購買課

青果課

米麦課

営農課

購買課

営農
販売課

参
事

営農
販売部
（八幡）

営
農
販
売
部
次
長

営
農
販
売
部
長

経
済
部
次
長

経
済
部
長

ベジタブルファクトリー

米麦乾燥調製施設

石狩経済店

とれのさと

八幡給油所

花畔給油所

経済部
（丘珠）

ベジタブルファクトリー

米麦乾燥調整施設

八幡給油所

花畔給油所

とれのさと

石狩経済店

篠路経済店

清田経済店

手稲経済店

南経済店

丘珠資材センター

玉葱選果センター

営農
渉外課
（丘珠）

経済部
（丘珠）

営農課
（丘珠）

営農課
（八幡）

直販課
（八幡）

青果課
（八幡）

米麦課
（八幡）

購買課
（八幡）

販売課
（丘珠）

配送課
（丘珠）

購買課
（丘珠）

令和6年3月廃止

令和6年3月廃止

令和6年3月廃止

令和6年3月廃止

令和6年3月廃止

参
事

営農
販売部
（八幡）

営
農
販
売
部
次
長

営
農
販
売
部
長

経
済
部
次
長

経
済
部
長

令和 5 年度 機構図（旧体制）

➡

令和 6 年度 機構図（新体制）
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理
事
会
だ
よ
り

第
12
回
定
例
理
事
会

　
令
和
6
年
3
月
28
日（
木
）午
後
1
時
00
分
よ
り
、
本

店
役
員
会
議
室
に
お
い
て
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
進
め
て
い
る
「
持
続
可
能

な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
の
取
り
組
み
と
し

て
実
施
し
た
、
今
後
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結

果
概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

2
、令
和
5
年
度　
決
算
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

支
給
基
準
・
支
給
人
数
・
支
給
総
額
・
支
給
日
に
つ

い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

3
、生
活
応
援
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
圧
迫
に
対
す
る
職
員

へ
の
生
活
応
援
と
し
て
、
一
律
5
万
円
の
一
時
金
を
支

給
す
る
旨
、
お
よ
び
支
給
基
準
・
支
給
人
数
・
支
給
総

額
・
支
給
日
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

4
、『
定
款
』
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

法
改
正
に
伴
う
所
要
の
変
更
で
あ
る
旨
が
説
明
さ

れ
、
可
決
決
定
。

5
、『（
定
款
附
属
書
の
2
）総
代
選
挙
規
程
』
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

　

法
改
正
に
伴
う
所
要
の
変
更
と
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
所
要
の
変
更
を
行
な
う
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決

決
定
。

6
、『
広
域
役
員
選
考
委
員
会
規
程（
学
識
経
験
・
員

外
・
女
性
役
員
）』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

合
併
に
伴
い
選
挙
区
が
増
え
、
同
時
に
委
員
定
数
が

増
え
る
こ
と
、
並
び
に
次
回
改
選
時
か
ら
南
地
区
の
地

区
内
訳
定
数
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
条
文
を
見
直
す

旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

7
、『
就
業
規
程
』の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

経
済
部
門
の
体
制
再
編
に
伴
い
、
実
態
に
即
し
た
勤

務
体
制
の
再
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
勤
務
時

間
並
び
に
休
日
を
一
部
見
直
す
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決

決
定
。

8
、『
有
価
証
券
の
減
損
処
理
要
領
』の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

全
国
農
協
中
央
会
が
提
示
す
る
「
有
価
証
券
の
減
損

処
理
基
準（
例
）」
の
改
定
に
伴
う
所
要
の
改
正
で
あ
る

旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

9
、令
和
6
年
度
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
つ
い
て

具
体
的
実
践
項
目
に
つ
い
て
昨
年
度
か
ら
の
変
更
点

を
中
心
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

10
、令
和
6
年
度　
貸
出
金
利
率
の
最
高
限
度
並
び
に

信
用
供
与
等
の
限
度
額
設
定
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
度
の
貸
出
金
利
率
の
最
高
限
度
、
信
用
供

与
等
の
限
度
額
に
つ
い
て
各
受
信
者
に
対
す
る
信
用
供

与
限
度
額
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

11
、令
和
6
年
度
余
裕
金
運
用
お
よ
び
運
用
計
画
額
・

運
用
方
針（
案
）に
つ
い
て

　

基
本
方
針
・
運
用
方
法
並
び
に
取
引
先
金
融
機
関
等

の
説
明
が
さ
れ
、
可
決
決
定
。

12
、「
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の
業
務
運
営
」
に
か
か
る

取
組
方
針
の
策
定
と
公
表
・
実
践
に
つ
い
て

　

金
融
庁
が
平
成
29
年
3
月
に
公
表
し
た
金
融
事
業
者

が
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
「
顧
客

本
位
の
業
務
運
営
に
関
す
る
原
則
」（
以
降
F
D
原
則
）

に
つ
い
て
、
今
般
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
規
制
改

革
実
施
計
画
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
行
政
庁
か
ら
全
国

の
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
、
金
融
庁
の
F
D
原
則
を
参
考
に
し

た
F
D
取
り
組
み
方
針
を
策
定
し
、
信
用
・
共
済
が
一

体
と
な
っ
て
F
D
原
則
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
実
践

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
Ｊ
Ａ
と
し

て
も
F
D
の
方
針
を
策
定
、
公
表
、
実
践
す
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
協
議
後
、
可
決
決
定
。

13
、篠
路
駅
東
側
倉
庫
群
解
体
工
事（
第
2
期
）に
係
る

入
札
執
行
に
つ
い
て

　

札
幌
市
篠
路
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
2

期
目
の
工
事
で
あ
り
、
入
札
日
、
入
札
要
項
、
工
事
場

所
等
の
詳
細
が
説
明
さ
れ
協
議
後
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、役
員
報
酬
審
議
会
か
ら
の
答
申
内
容
報
告

2
、「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
体
制
構
築
に
か
か
る
指

針
」の
変
更
に
つ
い
て

3
、特
別
債
権
等
の
処
理
状
況
報
告

4
、重
要
管
理
債
権
経
営
状
況
等
報
告

5
、令
和
6
年
度
余
裕
金
等
の
預
入
先
に
つ
い
て

6
、令
和
6
年
度
第
1
四
半
期
余
裕
金
等
運
用
計
画
額

お
よ
び
運
用
方
針
に
つ
い
て

7
、地
公
体
融
資
に
つ
い
て

8
、と
れ
の
さ
と
事
務
所
新
設
工
事
に
つ
い
て

9
、2
月
末
財
務
状
況
報
告

10
、2
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
報
告

11
、3
月
の
動
静
と
4
月
の
予
定
に
つ
い
て

12
、定
期
人
事
異
動
に
つ
い
て（

閉
会
・
午
後
3
時
24
分
）
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JA info rmation 

令和6年3月末業務実績 令和6年2月末業務実績

ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数
正組合員 3,807名 3,821名
准組合員 34,645名 34,650名

合　計 38,452名 38,471名
出資金残高 72億5千2百万円 75億8千4百万円
販売取扱高 31億9千4百万円 29億3千4百万円
購買供給高 17億8千3百万円 15億4千4百万円
貯金残高 3,719億4千6百万円 3,712億9千1百万円
融資残高 1,070億4千2百万円 1,039億9千5百万円
共済保有高 6,370億2千6百万円 6,381億7千7百万円
施設建設取扱高 4億1千万円 2億3千3百万円
管理受託戸数 4,807戸 4,802戸

サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー
へ
T
E
L
ま
た
は
直
接
来
場
に
て
申
込
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

さ
と
ら
ん
ど
パ
ン
講
座

季
節
の
パ
ン
づ
く
り

日　
　

時　

5
月
29
日
水　

10
時
～
12
時
30
分

会　
　

場　

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

14
人（
16
歳
以
上
）

参
加
費　

1
，8
0
0
円

申
し
込
み　

�

5
月
11
日
土
か
ら
受
付

�

さ
と
ら
ん
ど
料
理
講
座

減
塩
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
料
理
講
座

日　
　

時　

6
月
6
日
木　

10
時
～
12
時
30
分

会　
　

場　

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

14
人（
16
歳
以
上
）

参
加
費　

1
，8
0
0
円

申
し
込
み　

�

5
月
11
日
土
か
ら
受
付

�

さ
と
ら
ん
ど
ア
ロ
ニ
ア
漬
物
講
座

農
家
さ
ん
に
ア
ロニ
ア
ゼ
リ
ー
と

即
席
漬
け
づ
く
り
を
教
わ
る

日　
　

時　

6
月
13
日
木
　
10
時
～
12
時

会　
　

場　

さ
と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー

定　
　

員　

14
人（
16
歳
以
上
）

参
加
費　

1
，8
0
0
円

申
し
込
み　

�

5
月
28
日
火
か
ら
受
付

「
さ
と
の
苗
も
の
市
」
を
開
催
し
ま
す
！

約
80
種
類
、
1
万
ポ
ッ
ト
の 

野
菜
や
花
の
苗
を
販
売

・
日　

程　

�

5
月
17
日
金
～
5
月
19
日
日　

9
時
～
16
時

・
会　

場　

さ
と
ら
ん
ど
交
流
館

❖�お問い合わせはサッポロさとらんどへ直接ご連絡ください。
サッポロさとらんど　札幌市東区丘珠町 584 番地 2 （011）787─0223

アロニアは、美肌・アンチエイジング・脂肪
燃焼・血圧降下作用などの効果が期待される
果物。農家さん直伝のレシピで、おいしく・
楽しく食卓に彩りを添えてみませんか？

サッポロさとらんどからのお知らせ
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お米を作る過程で苗からは目にしたこと
がありましたが、その苗自体を種籾から
育てる過程は初見でした。一列ずつ丁寧
に種をまいている姿をみて、驚きと発見
の連続でどんどん新しい知識がインプッ
トされ、あふれる情報を頭の中からこぼ
さないように撮影していました。

Photo by 曽我 孝博
2020 年からフリーランスの
フォトグラファーとして主に札
幌市内で活動。今年度も引き
続き「虹の大樹」表紙と巻頭
写真の撮影を担当します。

Column
My best sho

t

各支店窓口で、
お買い求めいただけます！

料理の味付け

にも使える！

1 箱（4 袋入り） 360 円（税込）
※品切れの場合はご容赦ください。

札幌黄
たまねぎスープはいかがですか
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